
り
我
邦
の
母
船
肇
の
蓬
路
を
討
ね
ん
く
」
し
．
そ
の
第
…
着
手
ミ
し

て
近
江
奈
良
朝
の
そ
れ
を
研
究
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
奈
編
は
序
設

の
外
に
第
一
編
露
來
、
第
一
章
典
籍
の
傳
來
、
附
説
漢
字
傳
來
以

前
の
丈
字
の
御
無
、
漢
文
の
無
法
、
第
一
輩
館
化
氏
族
－
こ
漢
文
學

第
ミ
章
推
古
朝
の
元
文
、
附
詮
憲
法
＋
七
條
に
就
て
、
第
二
編
學

風
，
第
一
章
羅
校
及
び
繋
駕
、
第
二
章
函
嶺
及
び
人
才
、
第
三

章
畢
術
の
氣
風
、
第
三
編
文
章
、
第
一
章
記
紀
及
び
風
土
記
、
第

二
章
養
老
金
、
第
三
章
各
種
の
文
膿
、
第
四
編
詩
藻
、
第
一
章
詩

ミ
詩
集
ゐ
第
二
章
追
風
藻
、
第
五
編
影
響
，
第
…
図
様
丈
輿
ミ
萬

葉
集
、
第
二
章
宣
命
観
詞
「
こ
漢
文
學
の
諸
編
よ
り
域
っ
て
み
る
。

就
中
憲
法
＋
七
條
ぐ
扁
懐
風
藻
の
研
究
は
博
士
の
最
も
カ
を
注
が
れ

た
も
の
で
、
前
晋
に
就
て
は
之
を
甲
子
の
獲
布
ご
識
緯
説
、
＋
七

の
撒
ミ
陰
腸
思
想
、
法
家
思
想
の
三
項
に
分
ち
て
論
じ
、
そ
の
畿

布
に
十
二
年
齢
「
こ
十
三
年
詮
ε
あ
れ
，
こ
も
十
二
年
甲
子
を
正
噌
こ
し

十
七
條
の
数
及
び
立
法
の
根
本
思
想
は
儒
佛
二
業
疹
外
に
法
家
思

想
が
潜
め
る
も
の
嚇
こ
し
、
懐
風
藻
に
就
て
は
之
を
選
者
驚
こ
其
の
文

購
，
編
次
ミ
難
聴
、
詩
形
、
詩
想
、
詩
式
の
五
項
に
分
ち
て
槻
察

し
、
奈
良
朝
の
詩
は
就
業
に
し
て
、
技
巧
を
弄
せ
る
李
安
朝
の
詩

　
　
　
　
紹
　
　
　
介

の
土
に
出
つ
る
も
の
あ
り
、
思
想
の
醇
健
に
し
て
氣
象
の
敦
撲
な

る
は
、
其
の
至
れ
る
も
の
に
至
っ
て
は
漢
魏
に
並
び
階
唐
に
も
比

す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
殊
に
署
人
を
し
て
感
歎
せ
し
め
る
も
の
は

朝
紳
高
僧
の
努
力
、
向
上
的
精
憩
で
あ
る
ミ
論
じ
、
尚
ほ
附
録
ε

し
て
懐
風
藻
詩
騰
韻
字
考
が
添
へ
て
あ
る
。
粂
編
を
通
じ
て
潔
く

和
漢
の
諸
書
を
引
用
し
て
漢
文
墨
の
傳
來
以
來
の
掌
記
、
我
が
組

民
恐
想
に
及
ぼ
し
た
影
羅
を
精
細
に
考
究
論
嘱
し
て
あ
っ
て
學
徒

を
啓
獲
せ
し
め
る
ε
こ
ろ
多
く
特
に
文
學
史
家
の
一
審
を
要
す
る

も
の
で
あ
る
。
（
菊
版
假
綴
三
四
汽
頁
、
東
京
、
東
洋
文
庵
盛
行
、

償
滲
圓
）
〔
松
野
〕

　
　
麟
風
俗
舞
の
研
究
　
　
　
　
　
　
櫻
井
　
　
欝
欝

　
良
著
の
ほ
ま
れ
高
き
雫
嵐
藤
岡
爾
氏
の
日
本
風
俗
史
出
で
て
よ

り
三
十
春
雨
、
國
史
墨
の
進
歩
著
し
き
も
の
あ
る
に
拘
ら
す
、
そ

の
一
分
科
風
俗
史
に
以
後
云
ふ
る
も
の
あ
る
を
見
な
い
膵
、
こ
・

に
今
文
學
榑
士
櫻
井
秀
峰
の
近
業
を
蒐
挿
せ
る
…
、
風
俗
史
の
研
究
し

の
刊
行
を
見
る
は
大
い
に
慶
賀
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
牧
む
る

所
の
も
の
「
仁
安
朝
頓
速
の
精
紳
生
活
」
よ
り
「
建
華
王
院
通
考
」
に

至
る
三
十
五
篇
、
何
れ
も
着
目
す
べ
き
研
究
で
あ
る
が
、
多
種
に

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
　
第
一
魏
　
　
一
二
九

（　lz）9　）



　
　
　
　
紹
　
　
　
発

亙
る
が
故
に
今
回
々
に
つ
き
そ
の
内
容
は
慕
け
な
い
。
服
飾
に
關

し
て
は
コ
半
安
朝
の
染
織
工
藝
」
を
文
獣
的
に
取
扱
へ
る
よ
り
、
そ

の
史
的
攣
遷
は
「
維
新
後
に
於
け
る
女
官
服
飾
の
推
移
」
（
臼
次
に

洩
れ
居
れ
り
）
「
上
苑
の
西
嶺
」
な
る
論
文
中
の
明
治
時
代
に
ま
で

下
り
、
歳
事
に
抗
し
て
は
「
李
安
朝
に
於
け
る
民
間
の
歳
事
一
斑
」

「
近
代
公
家
の
私
的
年
中
行
事
」
、
「
近
世
の
和
歌
御
會
始
」
，
「
雛
遊

史
論
」
、
「
初
春
に
於
け
る
江
城
の
大
奥
」
「
近
代
立
猪
の
風
俗
」
等

が
あ
る
。
或
は
藝
道
獲
達
史
．
の
考
究
に
於
て
、
茶
道
香
道
に
於
け

る
義
政
實
隆
等
の
地
位
を
論
じ
て
そ
の
誤
謬
を
指
摘
し
、
又
興
隆

の
所
以
、
道
の
成
立
を
書
く
。

　
蓋
し
風
俗
の
憂
遷
は
時
勢
の
推
移
㌔
こ
相
表
裏
す
る
も
の
で
あ
る

而
し
て
風
俗
史
の
本
領
を
落
話
焦
活
の
様
式
憂
遷
に
下
す
る
外
的

研
究
ご
の
み
す
る
は
當
ら
な
い
。
「
過
去
の
還
相
！
そ
れ
を
正
し
く

知
」
り
「
、
現
在
を
諒
解
し
評
優
」
せ
ん
爲
蔓
、
自
ら
別
途
を
噛
こ
」
つ
た

著
者
の
研
究
的
態
度
は
内
的
研
究
に
ま
で
進
み
、
他
の
特
殊
史
に
、

肚
會
の
全
般
に
渉
り
て
最
も
緊
密
な
る
聯
絡
を
保
ち
、
事
訳
文
化

の
貫
籍
を
究
め
ん
ミ
す
る
に
あ
る
の
で
あ
ら
う
。

　
そ
れ
は
「
李
安
朝
鬼
童
①
精
騨
生
活
H
李
安
初
期
の
世
報
」
或
は

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
　
第
一
號
　
　
一
三
〇

一，

剔
q
時
代
の
服
飾
憂
化
ε
そ
の
殿
會
的
背
景
」
「
服
飾
に
現
は
れ

た
る
室
町
時
代
の
祉
會
的
傾
向
」
の
諸
篇
の
出
つ
る
を
見
、
【
、
俗
信

・
こ
歴
史
的
生
命
」
を
観
じ
、
「
風
俗
史
上
よ
り
見
た
る
後
水
尾
上
皇

－
こ
続
編
門
院
」
に
点
て
階
級
的
背
景
を
熱
き
て
公
武
間
の
心
理
的

乖
離
、
こ
融
合
に
及
び
、
風
俗
史
的
見
地
よ
り
「
宮
廷
ご
一
般
民
衆

ぐ
」
の
接
近
」
を
叙
し
て
は
近
世
呂
本
の
異
種
ε
槻
ら
る
Σ
階
級
文

化
の
交
綜
が
丈
化
の
荒
男
を
招
か
す
し
て
却
て
今
日
の
無
事
が
蓬

か
に
形
骸
化
さ
れ
拘
束
さ
れ
た
接
近
連
鎖
ミ
な
っ
て
こ
Σ
に
現
代

的
傾
向
が
文
化
の
低
級
化
、
史
的
日
本
の
文
化
荷
櫓
者
の
喪
失
を

招
き
廿
荒
腱
に
赴
く
を
説
い
て
み
る
。

　
更
に
「
早
年
の
西
嵐
」
に
於
て
維
新
前
の
邦
人
が
批
評
的
精
神
を

保
持
し
つ
・
西
方
文
化
を
観
察
し
た
る
を
あ
け
、
所
謂
「
先
聾
者
」

の
開
國
の
臼
的
が
國
畏
の
史
的
文
化
の
喪
失
、
一
民
族
的
文
化
を

唯
一
の
形
式
く
」
張
欄
す
る
に
あ
っ
た
か
ミ
反
難
し
歴
史
的
文
化
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

圭
張
が
外
來
文
化
鳴
こ
禰
侯
ち
國
内
の
文
化
を
豊
冨
な
ら
し
め
る
も

の
で
あ
り
、
所
謂
「
蔭
文
明
」
の
保
存
は
輩
に
國
民
的
愛
着
の
感
猜

か
ら
出
つ
る
溝
極
的
な
る
企
ミ
の
み
云
へ
す
、
そ
こ
に
積
極
的
意

義
が
あ
る
一
こ
歴
史
的
理
性
よ
り
放
つ
反
感
を
蓮
べ
て
る
る
。

（　lb’O　）



　
以
上
は
筆
者
の
誤
謬
猫
断
に
基
く
所
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
、
こ

も
あ
れ
著
者
が
論
調
啓
蒙
期
の
風
俗
史
に
面
し
て
こ
の
書
の
刊
行

は
大
い
な
る
意
義
が
あ
り
、
磁
束
す
る
所
大
な
る
も
の
が
あ
る
を

信
じ
て
疑
は
ぬ
。
（
菊
版
五
九
四
頁
、
便
四
・
二
〇
、
玉
文
館
嚢

行
）
〔
寺
尾
〕

　　

欠
l
上
代
國
民
の
精
紳
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
　
清
原
貞
雄
著

　
数
年
前
獲
行
さ
れ
世
の
注
意
を
惹
い
た
日
本
心
落
思
想
史
の
詳

論
の
第
一
編
，
こ
し
て
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
総
廠
、
信
仰
生

活
、
道
徳
焦
活
、
知
識
生
活
、
感
惰
生
活
、
建
國
の
理
想
の
五
章

に
分
れ
る
。
上
代
人
の
生
活
を
斯
く
庭
別
し
て
組
織
化
す
る
事
は

上
代
人
の
精
紳
活
動
か
ら
、
ま
た
史
料
の
性
質
か
ら
多
少
の
不
安

が
な
い
で
な
い
。
尤
も
著
者
も
こ
の
黙
注
意
し
て
居
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
然
し
古
代
研
究
が
断
片
的
の
も
の
Σ
多
い
時
か
、
る
全
罷

的
な
考
察
を
加
へ
ら
る
努
力
温
を
多
ε
し
そ
の
績
篇
の
相
次
で
現

る
Σ
事
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
（
菊
版
本
文
三
六
二
頁
、

索
引
　
＝
一
頁
、
三
・
二
〇
、
中
文
館
）
〔
藤
〕

　
　
翻
紳
話
學
論
考
　
　
文
學
博
士
松
村
武
雄
著

　
　
　
　
紹
　
　
　
介

　
一
，
紳
話
學
の
新
展
開
」
「
日
本
騨
話
に
間
す
る
若
干
の
考
察
」
「
日

本
神
話
ミ
民
族
文
化
」
「
希
臓
宗
教
神
話
の
文
化
史
酌
考
察
」
「
希
臓

宗
教
心
話
の
近
代
的
蔓
容
」
「
北
歓
宗
教
紳
話
の
暴
督
教
化
」
「
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
宗
教
紳
話
の
研
究
の
箆
書
」
の
論
文
集
で
あ
る
が
、
冬

々
は
著
者
が
序
文
中
に
や
が
て
は
瀞
話
學
原
論
、
日
本
紳
話
の
研

究
等
に
成
長
す
べ
き
も
の
ミ
云
は
る
・
丈
に
、
充
干
し
た
力
作
揃

ひ
で
あ
る
。

　
第
一
の
も
の
は
就
會
學
派
其
他
有
力
な
諸
派
に
亙
っ
て
そ
の
學

説
の
簡
明
な
紹
介
ミ
鋏
鮎
の
指
摘
が
あ
り
、
要
を
得
た
概
念
を
得

し
め
る
。
第
二
は
山
本
憩
話
に
見
る
顯
著
な
事
象
の
撒
，
種
に
つ
い

て
博
き
傍
謹
に
よ
る
解
繹
が
あ
る
。
第
三
は
紳
話
に
あ
る
古
代
文

化
を
見
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
憩
話
其
も
の
か
ら
の
立
論
で
な

く
紳
話
を
生
み
諒
し
た
愚
心
生
活
の
考
察
で
あ
り
」
優
れ
た
日
本

古
代
文
化
史
で
あ
る
。
第
四
、
五
、
六
の
諸
藩
に
於
て
は
一
の
融

話
艦
系
が
他
の
文
化
圏
に
抱
含
さ
る
、
時
受
く
る
摩
羅
が
精
緻
な

る
考
謹
に
よ
つ
て
辿
ら
れ
る
。
こ
れ
は
文
化
一
般
の
上
に
見
る
注

意
す
べ
き
問
題
で
あ
る
が
そ
の
一
の
場
合
が
優
れ
た
方
法
に
よ
っ

て
試
み
ら
れ
て
み
る
。
ま
た
日
本
帥
話
の
考
察
に
際
し
て
も
示
唆

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巻
第
一
號
　
　
＝
一
＝

（lbil）


